
～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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3.15
雛
の
里
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
が
２
月
11

日
㈰
か
ら
３
月
11
日
㈰
ま
で
開
催
さ

れ
、
八
女
福
島
の
白
壁
の
町
並
み
は
雛
の
色
に

染
ま
り
ま
し
た
。
ま
つ
り
の
中
で
十
二
単
衣
と

束
帯
姿
の
結
婚
式
が
福
島
八
幡
宮
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
２
月
18
日
㈰
に
は
小
柳
淳
さ
ん
と
早

坂
有
偉
さ
ん
（
写
真
上
）
が
、
3
月
4
日
㈰
に

は
松
藤
建
さ
ん
と
國
﨑
美
里
さ
ん
（
写
真
下
）

が
本
殿
で
式
を
挙
げ
、
親
族
や
友
人
、ス
タ
ッ

フ
、
見
物
客
か
ら
の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
で
祝

福
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
か
わ
い
い
お
雛

さ
ま
と
お
内
裏
さ
ま
に
扮
し
た
市
内
の
保
育
・

幼
稚
園
児
と
と
も
に
、
福
島
の
町
並
み
を
古
式

ゆ
か
し
く
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
ま
る
で
平
安

絵
巻
の
よ
う
な
二
人
に
、
沿
道
の
見
物
客
か
ら

祝
福
の
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
パ
レ
ー
ド
の
ほ
か
に
も
、「
和
服
で

め
ぐ
る
八
女
の
ま
ち
・
人
力
車
町
並
み
散
策
」

や
役
目
を
終
え
た
お
雛
さ
ま
に
感
謝
を
込
め
て

供
養
す
る
「
お
ひ
な
さ
ま
供
養
祭
」
な
ど
、
期

間
中
は
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
訪
れ
る

多
く
の
お
客
さ
ま
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

八
女
市
内
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
夢
た
ち
ば

な
観
梅
会
が
２
月
17
日
㈯
か
ら
25
日
㈰
ま

で
の
間
、
立
花
町
の
谷
川
梅
林
一
帯
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
1
月
下
旬
か
ら
続
い
た
厳
し
い
寒

さ
の
影
響
で
開
花
が
遅
れ
、
初
日
は
梅
園
内
の

日
当
た
り
の
良
い
と
こ
ろ
で
ち
ら
ほ
ら
と
咲
い
た

程
度
で
し
た
が
、
ま
つ
り
終
盤
に
も
な
る
と
散
策

道
沿
い
の
花
も
可
憐
に
ほ
こ
ろ
ん
で
い
ま
し
た
。

寒
さ
が
続
く
中
、
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
内
の
イ
ベ
ン

ト
「
竹
あ
か
り
幻
想
の
世
界｣

で
は
多
く
の
人
の

手
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
竹
あ
か
り
が
セ
ラ
ー

内
を
幻
想
的
に
照
ら
し
出
し
、
来
場
者
を
魅
了

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
で
は
元
気
い
っ
ぱ
い
の
児
童
の
ダ
ン
ス
や
ラ
イ

ブ
演
奏
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

寒さの中に可憐な梅花ほころぶ

華やかに町並みを彩る
雛の里・八女ぼんぼりまつり

竹あかり幻想の世界

和服での町並み散策 おひなさま供養祭

寒さで開花が遅れた梅元気いっぱいのステージ
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4月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥

　
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
と
は
、
本
来
体

の
中
に
侵
入
し
て
き
た
有
害
な
も
の

を
や
っ
つ
け
る
免
疫
の
機
能
が
不
必

要
に
働
き
出
て
く
る
症
状
で
す
。
症

状
に
は
、
鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
・
く
し
ゃ

み
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
症
や
、

涙
が
出
た
り
眼
が
か
ゆ
く
な
っ
た
り

な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
が
あ
り

ま
す
。
花
粉
症
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体

質
の
人
に
起
こ
り
や
す
く
、ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
や
喘
息
な
ど
に
発
展
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
花
粉
症
の
症
状
を
抑
え
る
た
め
に

は
、
花
粉
を
で
き
る
だ
け
遠
ざ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
日
本
気
象
協
会

や
環
境
省
の
花
粉
飛
散
情
報
も
参
考

に
し
て
、
花
粉
が
多
い
日
に
は
特
に

注
意
し
て
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
外
出
時
は
帽
子
・
マ
ス
ク
・
メ
ガ

ネ
を
し
て
花
粉
を
で
き
る
だ
け
体
の

中
に
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る

②
外
出
す
る
場
合
に
は
、
花
粉
が
付

き
に
く
い
コ
ー
ト
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

る③
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
す
ぐ
洗
顔
、

う
が
い
を
行
い
家
に
持
ち
込
ま
な
い

　
症
状
の
悪
化
因
子
で
も
あ
る
ス
ト

レ
ス
、
睡
眠
不
足
、
飲
み
過
ぎ
な
ど

を
抑
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
最
近

は
、
花
粉
だ
け
で
は
な
く
、
排
気
ガ

ス
や
黄
砂
、
Ｐ
Ｍ
２・
５
な
ど
が
ア

レ
ル
ギ
ー
を
助
長
さ
せ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
花
粉
の
飛
散
情

報
と
合
わ
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。

　　
温
か
い
蒸
し
タ
オ
ル
な
ど
を
鼻
の

部
分
に
当
て
、
蒸
気
を
鼻
に
通
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
自
律
神
経
の
反

射
で
鼻
の
通
り
が
よ
く
な
り
ま
す
。

鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
が
ひ
ど
い
場
合
は

試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

つらい花粉症の対策は

【
症
状
軽
減
の
ポ
イ
ン
ト
】

春の暖かい風がそろそろ吹き始める季節です。春風は温かい空気と一緒に
スギ・ヒノキ・サクラ・ハルガヤといった木々の花粉を運んできます。これ
らの花粉に敏感な人はいろいろなアレルギー症状が出てきます。

健 康 コ ラ ム

八女市スポーツ・健康づくり都市宣言 「地域で支え合う絆と、健康づくりの輪を広げます」

～
鼻
づ
ま
り
の
解
消
法
～

マスクなどで花粉を体内に入れないようにしましょう

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
と
は

症
状
を
抑
え
る
に
は

　　　
重
い
病
気
や
事
故
な
ど
に
よ

り
臓
器
の
機
能
が
低
下
し
た
人

に
、
他
者
の
健
康
な
臓
器
と
取

り
替
え
て
機
能
を
回
復
さ
せ
る

医
療
で
す
。
第
三
者
の
善
意
に

よ
る
臓
器
の
提
供
が
な
け
れ
ば

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
日
本
で
臓
器
の
提
供
を
待
っ

て
い
る
方
は
、
お
よ
そ
１
万
4
千

人
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
移
植

を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
年
間
お

よ
そ
４
０
０
人
で
す
。

　　　
意
思
表
示
の
方
法
は
、
３
つ

あ
り
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
意
思

登
録

　（
公
社
）
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

登
録
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

②
健
康
保
険
証
等
の
意
思
表
示

欄
へ
の
記
入

　
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
へ
の
臓
器
提

供
意
思
表
示
欄
設
置
が
進
ん
で

い
ま
す
。

③
意
思
表
示
カ
ー
ド
へ
の
記
入

　
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

方
、
健
康
保
険
証
に
記
入
欄
が

な
い
方
は
、
臓
器
提
供
意
思
表

示
カ
ー
ド
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

健
康
推
進
課
の
窓
口
に
も
置
い

て
い
ま
す
。

　
記
入
し
た
意
思
表
示
カ
ー
ド

は
本
人
が
携
帯
し
、
自
分
に
も

し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、
病

院
で
家
族
か
ら
医
師
に
提
示
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
意
思
で
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド 

臓
器
移
植
と
は

意
思
表
示
の
方
法
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　保健師や看護師が、血圧測定・
尿検査・体脂肪測定をします。健
康に関するいろいろな相談に応じ
ます。健康手帳をお持ちの人はご
持参ください。
※電話相談も行っています。
◦4月10日㈫ 10時～ 11時／かがや
き（立花）
◦4月11日㈬ 10時～ 11時／上陽支
所
◦4月13日㈮ 10時～ 11時／そよか
ぜ（星野）
◦4月16日㈪ 9時30分～ 11時 ／八
女市保健センター
◦4月19日㈭ 14時～ 15時／矢部基
幹集落センター
◦4月24日㈫10時～ 11時／ふじの
里（黒木）

【旧八女市・立花町の皆さん】
◦会場　やめっこ未来館
◦受付時間　13時15分～ 14時30分
◦日にち・対象 
4月10日㈫＝10か月児（平成29年6
月生）健康診査
4月18日㈬＝4か月児（平成29年12
月生）健康診査
4月24日㈫＝1歳6か月児（平成28
年9月生）健康診査
4月26日㈭＝3歳児（平成27年3月
生）健康診査

【旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村
の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日時＝4月17日㈫13時30分～ 14

時30分
◦対象＝4か月児（平成29年11月
～ 12月生）／ 10か月児（平成29
年5月～ 6月生）
※対象者には個別に通知します。
事前に連絡いただくとどちらの会場
でも健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）の
お話と調理。要予約。定員15人。
託児あり（要申込）。
◦日時＝4月19日㈭ 10時～ 13時
 　※受付9時30分～ 9時50分　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝エプロン、三角巾、
手ふきタオル、筆記用具、材料費
300円
※もぐもぐ！かみかみ！離乳食教室
＝次回は5月に開催します。

　妊娠20週以降の妊婦さんを対象
に、妊娠中の過ごし方についての
話と試食、相談を行います。参加
する人は事前に健康推進課までお
申し込みください。要予約。定員
20人。
◦日時＝4月3日㈫ 10時～ 12時 
　※受付9時30分～ 9時50分
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝母子健康手帳、筆記
用具、材料費300円

　子育てのことで、少しでも心配
なことがあったらお気軽にご相談く
ださい。身長・体重測定もできま

す。母子健康手帳をお持ちくださ
い。相談日以外でも、窓口や電話
で子育て相談を行っています。
◦4月4日㈬ 9時30分～ 11時 ／ や
めっこ未来館
◦4月6日㈮10時～ 11時 ／ ふじの
里（黒木）
◦4月20日㈮ 10時～11時 ／そよか
ぜ（星野）

　心理士による個別相談です。対
象者は小学校就学前までの成長発
達面に不安のある乳幼児です。心
配なことがあればお気軽にご相談
ください。要予約。

【八女市保健センター】
◦ 4月12日㈭ 9時～ 16時
    4月26日㈭ 9時～ 16時

【ふじの里（黒木）】
◦4月17日㈫ 9時～ 16時

　心理士による個別相談です。対
象者は市内在住で、こころに悩み
がある人です。気軽にご相談くだ
さい。要予約。
◦日時＝4月25日㈬13時30分～ 15
時30分まで受付
◦会場＝おりなす八女研修棟

乳幼児心理相談

4
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

心理士によるこころの相談

マタニティ教室

ベビーズクッキング

ブラマンジェの季節のフルーツ添え

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

【作り方】
① ゼラチンは、水に振り入れふ
やかしておく。
②鍋に牛乳ときび砂糖を入れ、
ごく弱火で加熱し、沸騰直前ま
で温めゼラチンを加えて溶かす。
③②の鍋底を氷水にあて、冷や
しながら少しずつとろみがつくま
で混ぜる。
④お好みのカップに流し入れ冷
蔵庫で冷やし固め、イチゴと皮
をむいたポンカンとミントを盛り
付ける。

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

140kcal
3.1g
9.4g

10.7g
154mg
71mg
11mg
0.1mg

0.5g
0.1g

1人分あたりの栄養価【材料】（6個分）　
◦牛乳･･･300㏄
◦きび砂糖･･･25ｇ
　　粉ゼラチン･･･５ｇ
　　水･･･　　大さじ２
◦生クリーム･･･100㏄
◦イチゴ（あまおう）･･･120ｇ
◦ポンカン･･･小1個
◦ミントの葉(あれば)･･･適宜
※生クリームは動物性、
　あまおうとポンカンは
　八女産を使用します。

八女市食生活改善推進会八女支部の研修会で作ったレ
シピです。簡単に作れるブラマンジェ。旬の甘酸っぱい
イチゴやかんきつ類と一緒にお召し上がりください。

[
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❺職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29年4月1日現在）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 282,300円 298,325円 365,525円
高校卒 240,300円 270,300円 322,275円

❹ 初任給の状況（29年4月1日現在）
区　　分 八女市 福岡県 国

一般行政職
大学卒 178,200円 184,800円 178,200円
高校卒 150,500円 150,500円 146,100円

❻ 一般行政職員の級別職員数の状況（29年4月1日現在）
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1級 主事 37人 8.7％
2級 主事 24人 5.6％
3級 主任主事 72人 16.9％
4級 係長級・主査 180人 42.1％
5級 課長補佐級 73人 17.1％
6級 課長級 34人 8.0％
7級 部長級 6人 1.4％
8級 部長級 1人 0.2％
計 427人 100％

※八女市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

八
女
市
は
、
人
事
行
政
の
公
平
性
・
透
明
性
を
高
め
る
た
め
職
員

数
や
給
与
を
公
表
し
ま
す
。
市
職
員
の
給
与
は
、
市
議
会
で
の
給

与
条
例
や
予
算
審
議
を
通
じ
て
公
に
決
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
給

与
決
定
の
原
則
に
基
づ
き
給
与
制
度
の
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
人
事
課
人
事
係
（
☎
２
３・２
１
２
９
）

❼ 職員手当の支給状況
 ⑴ 期末・勤勉手当（29年4月1日現在）

区分 八女市 福岡県 国
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6月期 1.225月分 0.85月分 1.225月分 0.85月分 1.225月分 0.85月分
12月期 1.375月分 0.85月分 1.375月分 0.85月分 1.375月分 0.85月分
合計 112.6月分 11.7月分 112.6月分 11.7月分 112.6月分 11.7月分

 ⑵ 退職手当（29年4月1日現在）
区　分 八女市 国

勤 続 年 数 自己都合 定年退職 自己都合 定年退職
勤続20年 20.445月分 25.55625月分 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分 41.325月分 49.59月分
最 高 月 数 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分

※期末勤勉手当とは、民間の賞与に相当する給与のことです。
※市、国ともに職制上の段階、職務に応じた加算があります。

❸ 平均給与月額と平均年齢の状況（29年4月1日現在）
区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 333，300円 349，888円 43.1歳
※給与とは、給料に諸手当を加えたものです。

※職員手当には、退職手当、児童手当を含みません。

市
職
員
の
給
与
と

職
員
数
の
状
況

❶ 人件費の状況（28年度普通会計決算）
住民基本台帳人口（28年度末現在） 65,027人
歳出額 Ａ　 353億7,849万7千円
人件費 Ｂ 50億7,000万4千円
人件費率 Ｂ／Ａ 14.3％
27年度の人件費率 13.5％

❷ 職員給与費の状況（28年度普通会計決算）
職員数 A　（28年4月1日現在） 517人

給
与
費

給料 21億6,284万7千円
職員手当 2億7,728万8千円 
期末・勤勉手当 8億3,477万2千円
計 Ｂ 32億7,490万7千円

一人当たり給与費 B／A 633万4千円
27年度一人当たり給与費 629万5千円

※人件費には、市長や市議会議員などの特別職に支給される給
料や報酬のほか、一般職員に支給される給料や諸手当、共済
組合負担金、災害補償費などを含みます。
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⑶ 時間外勤務手当（28年度普通会計決算）
支給総額 1億2,135万5,069円 一人当たり年間平均支給額 203,615円

⑷その他の手当（29年4月1日現在）
手当名 支給内容 手当名 支給内容

扶 養 手 当

◦配偶者＝10,000円
◦子＝8,000円◦父母など＝各6,500円
※配偶者のいない職員の扶養親族のう
ち１人目　子＝10,000円、父母など＝
9,000円
※16歳から22歳の子については5,000
円加算

通 勤 手 当
◦通勤のために、交通機関や自動車な
どを利用している職員に、3,000円から
55,000円までの範囲内で支給（通勤距
離が片道2キロ以上に限る）

管 理 職 手 当 ◦管理職職員に対して35,000円から
70,000円を支給

住 居 手 当 ◦借家に住んでいる職員に支給
※上限27,000円を支給 特殊勤務手当 ◦職務の特殊性、危険性、不快性等に

応じて4種類の手当を支給

❽ 特別職の報酬などの状況（29年4月1日現在）
区　分 給料月額等 期末手当 退職手当（算定方式）

給
　
料

市　長 880,000円

6月期＝1.55月分
12月期＝1.70月分

計＝3.25月分

880,000円 × 在職年数 × 510 ／ 100　（任期4年ごと）
副市長 710,000円 710,000円 × 在職年数 × 300 ／ 100　（任期4年ごと）
教育長 630,000円 630,000円 × 在職年数 × 252 ／ 100　（任期3年ごと）

報
　
酬

議　長 452,000円
副議長 404,000円
議　員 385,000円

 ⑴ 部門別職員数の状況と主な増減理由
区分

部門
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
平成28年 平成29年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　 会 6 6 0
総　 務 138 134 －4 事務の統廃合縮小等
税　 務 38 37 －1 事務の縮小
民　 生 102 104 2 子育て支援業務拡充
衛　 生 40 41 1 業務増
農林水産 49 49 0
商　 工 27 27 0
土　 木 66 63 －3 災害復旧事業縮小

計 466 461 ー 5
教 育 部 門 51 49 ー 2 中学校給食の民間委託
消 防 部 門 0 0 0
小　　 計 517 510 －7

公
営
企
業
等
会
計
部
門

水 道 12 13 1 業務増
下 水 道 10 10 0
そ の 他 36 36 0
小 計 58 59 1

合　　計
575 569 －6

[649] [649] [  0  ]

 ⑵ 部門別職員数の推移
区分    

部門
平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成27年
～29年

一般行政
職員数 466 466 461 ―

増　減 ― 0 －5 －5

教　　育
職員数 49 51 49 ―

増　減 ― 2 ー 2 0

公
営
企
業
等
会
計
部
門

水　道
職員数 12 12 13 ―

増　減 ― 0 1 1

下水道
職員数 10 10 10 ―

増　減 ― 0 0 0

その他
職員数 39 36 36 ―

増　減 ― 　－3 0 －3

計
職員数 576 575 569 ―

増　減 ― －1 －6 －7
※職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を保
有する休職者などを含み、市長などの特別職や教育長、再任
用短時間勤務職員、非常勤嘱託職員、臨時職員は除きます。カッ
コ内の人数は条例定数の合計です。

※増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減
数を示しています。

❾ 職員数の状況（各年4月1日現在）
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【
一
般
の
部
】
▼
ダ
ブ
ル
ス
［
男
女
混
合
］
①

加
藤
田
智
博
（
Ｈ
Ｋ
Ｃ
）
／
久
間
悠
雅
（
八

女
農
高
）
②
井
上
賢
吾（
同
）／
田
中
貴
代（
フ

レ
ッ
シ
ュ
）③
白
山
裕
貴（
同
）／
増
永
莉
子（
八

女
学
院
）
③
森
田
優（
八
女
農
高
）
／
重
松
和

愛
（
八
女
学
院
）
▼
シ
ン
グ
ル
ス
［
男
子
］
①

白
山
裕
貴（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）
②
田
中
智
彦（
Ｈ
Ｋ

Ｃ
）
③
加
藤
田
智
博（
同
）
③
井
上
翔（
フ
レ
ッ

シ
ュ
）
▼
シ
ン
グ
ル
ス
［
女
子
］
①
田
中
貴
代

（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）
②
江
口
彩
（
八
女
高
）
③
今

村
つ
ぐ
み
（
八
女
学
院
）
③
増
永
莉
子
（
同
）

【
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部
】
▼
ダ
ブ
ル
ス
［
男
女
混

合
］
①
松
尾
博
文（
筑
後
ク
ラ
ブ
）
／
原
チ

ヅ
子（
立
花
ピ
ン
ポ
ン
）
②
宮
﨑
啓
光（
サ
ウ

ス
）
／
川
島
み
ず
や（
黒
木
卓
球
）
③
野
中
伊

三
雄
（
川
瀬
卓
愛
会
）
／
小
川
和
子（
サ
ウ
ス
）

③
宮
川
和
弘（
黒
木
卓
球
）
／
穴
見
ミ
ヨ
子

（
同
）
▼
シ
ン
グ
ル
ス
［
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
］
①

宮
川
和
弘（
黒
木
卓
球
）
②
松
尾
博
文（
筑
後

ク
ラ
ブ
）
③
牧
口
健
次
郎（
サ
ウ
ス
）
③
大
隈

利
幸（
同
）
▼
シ
ン
グ
ル
ス
［
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス
］

①
川
島
忠
孝（
川
瀬
卓
愛
会
）
②
野
中
伊
三

雄（
同
）③
鳥
越
勝
彦（
同
）③
森
田
宣
昭（
黒

木
卓
球
）
▼
シ
ン
グ
ル
ス
［
女
子
Ａ
ク
ラ
ス
］

①
穴
見
栄
子（
サ
ウ
ス
）
②
加
藤
直
子（
黒
木

卓
球
）
③
小
川
和
子（
サ
ウ
ス
）
③
川
島
み
ず

や（
黒
木
卓
球
）▼
シ
ン
グ
ル
ス
［
女
子
Ｂ
ク

ラ
ス
］
①
山
部
美
惠
子（
筑
後
ク
ラ
ブ
）
②
大

隈
美
保（
サ
ウ
ス
）
③
角
律
子（
筑
後
ク
ラ
ブ
）

③
富
山
マ
サ
ミ（
立
花
ピ
ン
ポ
ン
）

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
豊
福
公
民
館
で
２
月
11
日
㈰
、「
福
岡
県

避
難
所
運
営
研
修
・
訓
練
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
訓
練
に
は
豊
福
行
政
区
の
自
主

防
災
組
織
役
員
、
地
域
住
民
、
地
元
の
消

防
団
な
ど
１
０
０
人
以
上
が
参
加
し
、
避
難

所
の
開
設
、
避
難
所
生
活
体
験
訓
練
、
八

女
消
防
本
部
に
よ
る
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

取
り
扱
い
な
ど
の
各
種
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
災
害
研
究
所
所
長
の
伊
永

勉
氏
を
講
師
に
招
き
、「
避
難
所
生
活
の
不

安
を
な
く
す
た
め
に
」
と
題
し
て
、
避
難
所

生
活
の
実
情
や
問
題
点
、
避
難
所
を
運
営

す
る
際
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き

ま
し
た
。
地
域
住
民
一
人
一
人
が
、
日
常
や

災
害
発
生
時
に「
自
分
が
何
を
す
る
べ
き
か
、

ま
た
、
何
が
で
き
る
か
」
を
改
め
て
考
え
、

防
災
・
減
災
意
識
の
高
揚
と
知
識
の
向
上

を
図
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
八
女
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

を
対
象
に
２
月
７
日
㈬
、
県
内
初
の
試
み
と

し
て
古
民
家
簡
易
鑑
定
士
資
格
取
得
講
習
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
地
域
で
活
動
す
る
シ
ル

バ
ー
世
代
の
経
験
や
知
識
を
持
っ
て
、
空
き

家
対
策
等
に
も
生
か
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
41
人
の
参
加
者
は
午
前
中
講
義
を

聞
き
、
午
後
か
ら
忠
見
の
古
民
家
「
水
の
菜
」

で
実
技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。「
昔
の
家
は
良

い
も
の
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
資
材
と
し
て
活

用
で
き
れ
ば
」
と
県
古
民
家
再
生
協
会
の
井

上
理
事
長
の
話
に
「
古
材
の
価
値
を
再
認
識

で
き
た
」
と
参
加
者
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

本
の
眼
鏡
橋
が
八
女
公
園
へ
移
設

豊
福
行
政
区
で
避
難
所
運
営
訓
練

県
内
初
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
古
民
家
鑑
定
士
講
習
会

第
８
回
八
女
市
民

新
春
卓
球
大
会

◦
２
月
４
日
㈰
◦
総
合
体

育
館
◦
八
女
市
体
育
協
会

卓
球
部
主
催

　
市
内
本
に
あ
っ
た
「
本
の
眼
鏡
橋
」
が

八
女
公
園
へ
移
設
さ
れ
、
文
化
遺
産
と
し

て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。「
本
の
眼
鏡
橋
」

は
、
明
治
20
年
代
に
市
内
を
流
れ
る
豊
福

川
に
架
け
ら
れ
た
長
さ
４
・
８
メ
ー
ト
ル
、

幅
１
・
８
メ
ー
ト
ル
の
石
橋
で
、
市
に
残

存
す
る
多
く
の
石
橋
の
中
で
も
初
期
の
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
の
改
修
工
事

に
あ
た
り
、
保
存
を
決
定
、
昨
年
の
秋
か

ら
移
設
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
2
月

22
日
㈭
に
八
女
公
園
へ
の
移
設
工
事
が
完

了
。
て
い
ね
い
に
ノ
ミ
で
削
ら
れ
た
石
の
圧

縮
力
だ
け
で
組
ま
れ
た
高
い
技
術
力
を
要

す
る
こ
の
石
橋
を
、
柵
外
か
ら
誰
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
で
２
月

９
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
立
花

町
文
化
連
盟
文
化
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
書
道
部
・
美
術
部
・

写
真
部
・
華
道
部
な
ど
、
部
員

の
活
動
の
成
果
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
郷
土
史
部
で
は
、
８
年

ほ
ど
前
か
ら
学
習
と
現
地
探
訪

を
繰
り
返
し
て
き
た「
矢
部
川
」

の
自
然
や
恵
み
、
歴
史
、
文
化

に
つ
い
て
、
６
話
74
ペ
ー
ジ
に

も
及
ぶ
研
究
発
表
「
矢
部
川
物

語
」
を
展
示
、
併
せ
て
成
果
を

ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

研
究
・
研
さ
ん
の

成
果
を
発
表

　
全
国
大
会
に
出
場
す
る

二
人
の
生
徒
が
２
月
21
日

㈬
、
市
総
合
体
育
館
を
訪

問
し
、
出
場
報
告
し
ま
し

た
。
訪
問
し
た
の
は
、
全
国

高
等
学
校
相
撲
選
抜
大
会

（
3
月
17
日
か
ら
高
知
県

で
開
催
）
に
出
場
す
る
平

島
優
作
さ
ん
（
博
多
高
校

２
年
）
と
、
全
国
高
等
学

校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会

（
3
月
24
日
か
ら
香
川
県
で

開
催
）
に
出
場
す
る
高
山

桂
太
朗
さ
ん
（
輝
翔
館
中

等
教
育
学
校
５
年
）。
平
島

さ
ん
は
「
全
国
に
名
を
轟
か

せ
た
い
」、高
山
さ
ん
は
「
自

己
最
高
が
ベ
ス
ト
8
な
の
で

そ
れ
以
上
の
成
績
を
収
め

た
い
」
と
、
大
会
に
向
け
て

力
強
く
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。

相
撲
と
少
林
寺
拳
法
で
全
国
大
会
へ

豊かな感性を
自分のことばで表現

　
選
考
委
員
長
の
安
部
龍
太
郎
さ
ん
は

講
評
の
中
で
、「
八
女
の
豊
か
な
自
然
が

皆
さ
ん
の
感
性
を
磨
い
て
い
る
。
自
分
の

感
覚
を
文
章
で
表
現
す
る
こ
と
は
、
考

え
る
力
を
養
う
、
自
分
に
自
信
を
持
つ

出
発
点
」
と
子
ど
も
た
ち
に
文
章
を
書

く
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

【
全
国
表
彰
】
▽
環
境
大
臣
賞 

山
手
優
花

（
星
野
小
５
年
）
▽
ざ
ぶ
ん
環
境
賞 

東
舞

花（
黒
木
西
小
５
年
）
▽
ざ
ぶ
ん
文
化
賞 

栗
原
雫
（
矢
部
中
１
年
）
▽
ざ
ぶ
ん
文
化

賞 

小
林
悠
誠（
輝
翔
館
中
１
年
）【
特
別
賞
】

▽
松
山
翔
胡
（
星
野
小
５
年
）【
福
岡
県
地

区
表
彰
】
▽
県
知
事
賞 

川
崎
ひ
な
の（
八
女

学
院
中
３
年
）
▽
八
女
市
長
賞 

山
口
真
未

（
星
野
小
５
年
）
▽
八
女
市
教
育
長
賞 

塩

川
友
梨（
八
女
学
院
中
３
年
）
▽
八
女
市

議
会
議
長
賞 

横
溝
貫
太
（
矢
部
中
３
年
）

▽
福
岡
八
女
農
業
協
同
組
合
長
賞 

山
口

乃
穏
（
星
野
小
５
年
）
▽
矢
部
川
漁
業
協

同
組
合
長
賞 

お
か
げ
ん
き（
矢
部
小
１
年
）

▽
福
岡
県
八
女
森
林
組
合
長
賞 

田
中
成

麗（
立
花
小
２
年
）【
矢
部
川
ざ
ぶ
ん
文
化
賞
】

▽
加
藤
諒
汰（
忠
見
小
３
年
）
▽
林
茉
那

美（
上
陽
北
汭
学
園
６
年
）
▽
袖
崎
啓
揮

（
八
女
学
院
中
２
年
）
▽
堀
下
愛
莉（
矢
部

中
３
年
）▽
岡一成（
矢
部
中
１
年
）
▽
篠
原

大
我（
八
女
学
院
中
２
年
）▽
仁
田
原
さ
く

ら（
黒
木
小
４
年
）
▽
久
保
陽
香（
八
女
学

院
中
１
年
）
▽
仁
田
原
貴一（
矢
部
中
３
年
）

【
矢
部
川
ざ
ぶ
ん
環
境
賞
】
▽
坂
本
楓
花
（
黒
木

小
３
年
）
▽
田
中
舞（
長
峰
小
４
年
）
▽

古
澤
さ
く
ら（
黒
木
西
小
５
年
）▽
高
橋
穂

乃（
見
崎
中
２
年
）
▽
橋
本
萌
花（
八
女
学

院
中
３
年
）
▽
わ
た
な
べ
さ
く
ら（
福
島
小

３
年
）
▽
松
井
優
和（
岡
山
小
５
年
）
▽
中

尾
莉
瑠（
黒
木
中
１
年
）▽
馬
場
か
ん
な（
立

花
中
２
年
）
▽
月
足
亜
美
（
矢
部
中
３
年
）

ざぶん賞 2017
　生命の源である「水」や「生命」「環境」を主
題にした小中学生の創作文コンクールざぶん賞
2017第11回福岡県地区表彰式が2月17日㈯、黒
木地域交流センター「ふじの
里」で行われました。今
年は県内の小中学校から
約1190点、全国から約
8985点の作品が
寄せられました。

※市内受賞者のみ
紹介。（敬称略）

ざぶん賞 2017 の全国入賞作品
は「ざぶん庫」（八女市立図書館
にあります）に掲載されています。

全国川づくり標
語コンクール
水産庁長官賞

栗原 歩夢
（矢部小 5 年）

ざぶん環境大
臣賞「受けつ
がれる棚田」

山手 優花
（星野小 5 年）

ざぶん文化賞
「岩どんこ」

栗原 雫
（矢部中1年）

ざぶん環境賞
「矢部川の水と

歴史」
東 舞花

（黒木西小5年）

　
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
と
ざ
ぶ
ん
賞
で
全
国

表
彰
を
受
け
た
小
学
生
が
２
月
13
日
㈫
、

教
育
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。
西

島
教
育
長
は
「
自
分
の
こ
と
ば
で
表
現
し

て
賞
を
も
ら
え
た
こ
と
は
、
一
生
の
宝
物

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
身
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
讃
え
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）
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無
料
。

◦
日
時
＝
３
月
25
日
㈰
、
▽
１
回

目 

10
時
～
▽
２
回
目 

14
時
～

◦
場
所
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会

館
３
階

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
小
川
さ

ん
（
☎
０
９
０
・
２
０
８
５
・
８

０
０
５
）

　

花
香
る
季
節
。
花
の
美
、
自

然
の
持
つ
大
き
な
力
。
た
く
さ
ん

の
押
し
花
作
品
を
通
じ
て
感
じ
て

頂
け
ま
す
。
入
場
料
無
料

◦
日
時
＝
３
月
31
日
㈯
～
５
月
６

日
㈰
、
９
時
～
17
時
、
平
日
の

月
曜
日
休
館

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
押
し
花
体
験
会
＝
４
月
１
日

㈰
、
８
日
㈰
、
15
日
㈰
、
21
日

㈯
、
22
日
㈰
、
28
日
㈯
の
午
前
・

午
後
の
２
回
／
し
お
り
、は
が
き
、

コ
ー
ス
タ
ー
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
押

し
花
額（
各
有
料
）が
作
れ
ま
す
。

◦
申
込・問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎

２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
４
月
13
日
㈮・27
日
㈮
、

17
時
30
分
～
18
時
30
分

　

筑
後
七
国
活
性
化
協
議
会
で

は
、
Ｈ
Ａ
Ｗ
Ｋ
Ｓ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
筑
後
の
開
業
２
周
年
を
記

念
し
、
3
月
16
日
㈮
か
ら
18
日

㈰
ま
で
の
3
日
間
、「
筑
後
七
国

観
光
フ
ェ
ス
タ
in
タ
マ
ス
タ
開
業

2
周
年
記
念
」
を
開
催
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
筑
後
七
国
の
グ
ル

メ
を
味
わ
え
る
ほ
か
、
筑
後
七
国

の
地
元
出
演
者
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
▽
３
月
16
日
㈮
10
時

～
16
時
30
分
▽ 

17
日
㈯
・
18
日

㈰
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
Ｈ
Ａ
Ｗ
Ｋ
Ｓ
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
筑
後
場
内

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
協
議
会
事
務

局
（
筑
後
市
商
工
観
光
課)

☎
０

９
４
２
・
６
５
・
７
０
２
４

　

桜
見
物
は
い
か
が
で
す
か
？

岡
山
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、

岡
山
公
園
を
守
る
会
で
は
毎
年
、

桜
の
開
花
時
期
に
あ
わ
せ
て
岡

山
公
園
に
約
７
０
０
個
の
提
灯

を
飾
り
付
け
、
桜
の
花
見
を
よ

り
華
や
か
に
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
誘

い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
３
月
23
日
㈮
～
４
月
８

日
㈰

◦
場
所
＝
岡
山
公
園
一
帯

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

出
店
者
随
時
募
集
中
。

◦
日
時
＝
３
月
25
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

八
女
市
男
女
共
同
参
画
地
域

づ
く
り
実
行
委
員
会
（
て
い
く

ぱ
ー
と
）
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｌ 

Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
～
私
が
決
め
る
、
私
の

未
来
～
の
上
映
会
を
開
催
し
ま

す
。『
13
歳
で
結
婚
。
14
歳
で
出

産
。
恋
は
、
ま
だ
知
ら
な
い
』

途
上
国
の
女
の
子
の
現
実
と
希

望
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

風
オ
ム
ニ
バ
ス
映
画
。
早
す
ぎ
る

結
婚
や
女
子
教
育
、
震
災
、
性

的
虐
待
な
ど
世
界
の
女
の
子
が

直
面
す
る
状
況
や
彼
女
た
ち
の

持
つ
可
能
性
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
世
界
の
女
の
子
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
場

八
女
軽
ト
ラ
市

筑
後
七
国
観
光
フ
ェ
ス
タ
in

タ
マ
ス
タ
開
業
２
周
年
記
念

お
知

ら
せ

男
女
共
同
参
画
地
域
づ
く
り

実
行
委
員
会
に
よ
る
上
映
会

「
花
と
ふ
れ
あ
う
」
２
０
１
８

八
女
押
し
花
教
室
作
品
展

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
月
額
６
０
０
円
、
会

員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ（
☎
２
４
・
１
３

４
０
）

◦
対
象
者
＝
60
歳
以
上
の
人

◦
期
間
＝
５
月
～
11
月
第
４
木

曜
日
（
月
１
回
開
催
）、
9
時
30

分
～
15
時

◦
会
場
＝
八
女
市
働
く
女
性
の

家
・
立
花
公
民
館

◦
内
容
＝

【
午
前
】
教
養
講
座
・
映
画
鑑
賞

【
午
後
】
選
択
コ
ー
ス
（
９
コ
ー

ス
） 

▽
書
道
▽
俳
句
▽
短
歌
▽
郷

土
史
▽
健
康
体
操
▽
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
▽
園
芸
▽
刺
し
子
▽
料

理
（
定
員
20
人
）

◦
年
会
費
＝
２
５
０
０
円

※
料
理
コ
ー
ス
は
別
途
材
料
費
２

千
円
（
年
間
）
が
必
要
で
す

◦
申
込
締
切
＝
４
月
16
日
㈪
※

立
花
公
民
館
に
設
置
の
申
込
書

に
記
入
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

で
受
付

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

働
く
女
性
の
家
・
立
花
公
民
館

（
☎
３
７
・
１
５
２
２
／
O
３
７
・

１
５
３
２
）

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

た
ち
ば
な
熟
年
会
会
員

教
室
・
講
座

　八女市には SOUTH クラブ、上
陽わくわくクラブ、立花ＳＥクラブ
と地域に根差した３つのスポーツ
クラブがあります。子どもからお
年寄りまでスポーツを通じて、家
族の絆や仲間との交流を深め、健
康な体と心のうるおいを提供しま
す。同じスポーツ種目ばかりでなく

（文化的な活動も含む）、いろいろ
な種目が選べます。気軽に、気楽に、
まずは体験から！
◦申込・問い合わせ
○ SOUTH クラブ（総合体育館内）
　☎２４・１３４０
○上陽わくわくクラブ（古賀さん）
　☎０９０・８７６３・２６３８
○立花ＳＥクラブ（白木郵便局熊
手さん）☎３５・００４２

桜
と
提
灯
ま
つ
り

総合型地域スポーツ
クラブ会員募集！
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方
は
、
手
数
料
６
３
０
円
と
必
ず

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
・
問
い
合
わ
せ
＝
▽
旧
八

女
市
・
立
花
町
の
方
は
八
女
交
通

安
全
協
会
（
八
女
市
本
町
５
５
９

番
地
２
）
☎
２
４
・
５
２
０
８

▽
旧
上
陽
町
・
黒
木
町
・
矢
部

村
・
星
野
村
の
方
は
八
女
交
通

安
全
協
会
東
部
事
務
所
（
黒
木

町
桑
原
２
１
２
番
地
1
）☎
４
２・

０
０
８
７
※
両
事
務
所
と
も
土
日

祝
日
は
休
み
で
す
。
表
彰
に
は
一

定
の
枠
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放

送
さ
れ
て
い
る
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ

こ
ろ
旅
」が
沖
縄
県
か
ら「
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
福
岡
県
か
ら
も
４
本

の
番
組
を
製
作
予
定
で
す
。
皆
さ

ま
の
心
に
あ
る
忘
れ
ら
れ
な
い
身

近
な
風
景
や
景
色
を
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
添
え
て
応
募
く
だ
さ
い
。

◦
締
切
＝
４
月
９
日
㈪
必
着

◦
投
稿
方
法
＝
【
は
が
き
・
封
書
】

〒150

ー8001

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
こ
こ
ろ

旅
」
係
（
住
所
不
要
）【
フ
ァ
ク
ス
】

０
３
・
３
４
６
５
・
１
３
２
７
【
番

組
Ｈ
Ｐ
】「
こ
こ
ろ
旅
」
で
検
索
、

Ｈ
Ｐ
内
に
投
稿
フ
ォ
ー
ム
あ
り
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
０
５
７
０
・
０

６
６
・
０
６
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

込
用
紙
は
上
下
水
道
局
上
水
道

工
務
係
（
☎
２
３
・
１
１
０
７
）

窓
口
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

【
地
区
表
彰
】

★
八
女
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

◦
資
格
要
件
＝
▽
５
年
以
上
継

続
運
転
▽
５
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反
▽
交
通
安
全
協
会
の
会

員
で
あ
る
こ
と

★
八
女
警
察
署
長
・
八
女
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰

◦
資
格
要
件
＝
▽
10
年
以
上
継
続

運
転
▽
10
年
以
上
無
事
故
・
無

違
反
、
そ
の
他
罰
金
以
上
の
刑
に

当
た
る
犯
罪
行
為
が
な
い
こ
と

◦
受
付
期
間
＝
４
月
２
日
㈪
～
４

優
良
運
転
者
表
彰

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」

お
手
紙
募
集

　

日
商
簿
記
検
定
２
級
を
受
験

す
る
方
対
象
の
講
座
で
す
。
ま
ず

は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
４
月
12
日
㈭
～
５
月

17
日
㈭
の
毎
週
木
曜
日
（
５
月

３
日
は
除
く
）
全
５
回
開
催

◦
時
間
＝
18
時
～
21
時

◦
場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所
２
階

◦
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

◦
受
講
料
＝
５
千
円
※
教
材
費

含
む

◦
対
象
者
＝
簿
記
２
級
の
知
識

が
あ
る
方

◦
申
込
締
切
＝
３
月
27
日
㈫

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）

八
女
法
人
会
（
☎
２
２・３
３
９
１
）

　

上
水
道
工
事
に
お
け
る
耐
震

継
手
管
の
配
管
・
接
合
に
関
す

る
知
識
や
技
能
の
取
得
を
目
的

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

◦
会
場
＝
福
岡
市
水
道
技
術
研

修
所
（
福
岡
市
西
区
羽
根
戸
）

◦
講
習
日
数
＝
３
日
間
（
５
月
か

ら
11
月
ま
で
13
回
開
催
）

◦
資
格
＝
①
配
水
管
布
設
工
事

２
年
以
上
の
実
務
経
験
者
②
耐

震
管
継
手
の
配
管
・
接
合
の
未

経
験
者

◦
受
講
料
＝
６
万
円

◦
開
催
日
・
申
込
期
限
＝
「
配

水
管
工
技
能
講
習
会
の
ご
案
内
」

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
㈳
日
本

水
道
協
会
配
水
管
工
技
能
講
習

会
事
務
局
（
☎
０
３
・３
２
６
４
・

２
４
９
６
）
※
「
配
水
管
工
技
能

講
習
会
の
ご
案
内
」
お
よ
び
申

月
13
日
㈮

【
県
表
彰
】

★
福
岡
県
警
察
本
部
長
・
福
岡

県
交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

◦
資
格
要
件
＝
▽
10
年
以
上
継

続
運
転
▽
10
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反
、
そ
の
他
罰
金
以
上
の
刑

に
当
た
る
犯
罪
行
為
が
な
い
こ
と

▽
警
察
署
長
・
地
区
交
通
安
全

協
会
長
連
名
表
彰
受
賞
歴

★
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長「
緑

十
字
銅
章
」
表
彰

◦
資
格
要
件
＝
▽
10
年
以
上
継

続
運
転
▽
10
年
以
上
無
事
故
・

５
年
以
上
無
違
反
、
そ
の
他
罰
金

以
上
の
刑
に
当
た
る
犯
罪
行
為
が

な
い
こ
と
▽
県
警
察
本
部
長
・
県

交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
受

賞
歴

★
九
州
管
区
警
察
局
長
・
九
州

交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

◦
資
格
要
件
＝
▽
15
年
以
上
継

続
運
転
▽
20
年
以
上
無
事
故
・

10
年
以
上
無
違
反
、
そ
の
他
罰

金
以
上
の
刑
に
当
た
る
犯
罪
行

為
が
な
い
こ
と
▽
全
日
本
交
通
安

全
協
会
長
「
緑
十
字
銅
章
」
表

彰
受
賞
歴

◦
受
付
期
間
＝
４
月
２
日
㈪
～
４

月
25
日
㈬

◦
必
要
書
類
＝
⑴
運
転
免
許
証

⑵
無
事
故
無
違
反
証
明
書

※
証
明
書
申
請
を
委
任
さ
れ
る

簿
記
２
級
対
策
講
座

　ふれあい農園は、農産物を育てる楽し
さ、収穫する喜びを肌で実感でき、「土
と遊び、土とふれあう」体験型農園です。
安全・安心のオリジナルこだわり野菜を
栽培してみませんか。
◦申込締切＝ 3 月 28 日㈬
◦募集区画＝ 100 区画（１区画 20㎡）
※応募者多数時抽選
◦貸出期間＝平成 30 年４月１日～平成
31 年３月 31日（１年間）
◦利用料＝１区画 6,000 円／年
◦申込・問い合わせ＝農業振興課（☎２３・
１１１８）

応募に基づき登録し、必要に応じて任用
します。
◦応募資格＝「保育士証」の交付を受け
ている人◦提出書類＝八女市臨時職員登
録申込書、保育士証（写）◦任用期間＝
４月１日～ 9 月 30 日（更新あり）◦勤
務形態＝日々雇用（１日勤務、午前のみ、
午後のみ勤務の３種類）◦賃金＝ 7,400
円（１日勤務）／ 3,600 円（午前勤務）
／ 4,500 円（午後勤務）◦通勤手当＝
2km 以上有◦勤務場所＝八女市立（福島、
長峰、北山）保育所◦申込・問い合わせ
＝子育て支援課こども未来係（☎２４・
８８１４）

配
水
管
工
技
能
講
習
会
Ⅰ

臨時職員（保育所保育士）募集

べんがら村「ふれあい農園」利用者募集！
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（
☎
２
３
・
５
１
９
１
）
※
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
裁
判
所
で
配
布
し
て

い
る
受
験
案
内
ま
た
は
裁
判
所
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
採
用
試
験
＝
①
総
合
職
（
裁

判
所
事
務
官
・
院
卒
者
区
分
）

②
総
合
職
（
裁
判
所
事
務
官
・

大
卒
程
度
区
分
）
③
総
合
職
（
家

庭
裁
判
所
調
査
官
補
・
院
卒
者

区
分
）
④
総
合
職
（
家
庭
裁
判

所
調
査
官
補
・
大
卒
程
度
区
分
）

⑤
一
般
職
（
裁
判
所
事
務
官
・
大

卒
程
度
区
分
）

◦
採
用
予
定
官
職
＝
①
②
⑤
裁

判
所
事
務
官
、
③
④
家
庭
裁
判

所
調
査
官
補

◦
受
付
＝
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
４

月
２
日
㈪
15
時
～
４
月
10
日
㈫

※
受
信
有
効
▽
郵
送
４
月
２
日

未
満
の
人
（
20
歳
以
上
22
歳
未

満
の
人
は
大
学
卒
（
見
込
含
）、

修
士
課
程
修
了
者
（
見
込
含
）

は
28
歳
未
満
の
人

★
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

（
陸
・
海
・
空
）

◦
受
付
期
間
＝
５
月
１
日
㈫
ま
で

◦
１
次
試
験
＝
５
月
12
日
㈯

◦
応
募
資
格
＝
専
門
の
大
卒
者

（
見
込
含
）
20
歳
以
上
30
歳
未
満

の
人
（
薬
剤
科
は
20
歳
以
上
28

歳
未
満
の
人
）

★
一
般
曹
候
補
生

◦
受
付
期
間
＝
５
月
１
日
㈫
ま
で

◦
１
次
試
験
＝
５
月
26
日
㈯

◦
応
募
資
格
＝
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
八
女
地

域
事
務
所
（
八
女
市
稲
富
１
２

７
）
☎
２
４
・
５
１
９
２

◦
受
験
資
格
＝
昭
和
63
年
４
月

２
日
～
平
成
９
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人
、
平
成
９
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
で
大
卒
お
よ
び
平

成
31
年
３
月
ま
で
に
大
卒
見
込

み
の
人
等

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
＝
３
月

30
日
㈮
９
時
～
４
月
11
日
㈬（
受

信
有
効
）

◦
１
次
試
験
日
＝
６
月
10
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
税
務
署

　

福
岡
県
交
通
安
全
協
会
で
は

「
第
31
回
交
通
安
全
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

◦
応
募
作
品
の
テ
ー
マ
等
＝
▽
飲

酒
運
転
撲
滅
、
自
転
車
の
安
全
な

乗
り
方
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
安
全
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
な
ど
、
交

通
モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
の
向
上
お
よ
び

交
通
事
故
防
止
に
関
す
る
も
の
。

▽
サ
イ
ズ
は
四
つ
切
り
（
ワ
イ
ド

四
つ
切
り
も
可
）
ま
た
は
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
サ
イ
ズ
で
カ
ラ
ー
、
モ
ノ

ク
ロ
を
問
い
ま
せ
ん
。（
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
で
の
作
品
応
募
不
可
）

◦
応
募
要
領
・
作
品
の
取
り
扱
い

＝
▽
一
人
３
点
以
内
で
未
発
表
の

も
の
に
限
る
▽
作
品
の
裏
に
応
募

票
（
画
題
・
氏
名
・
職
業
・
年

齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
）

を
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。（
コ

ピ
ー
、自
作
も
可
）
▽
撮
影
の
際
、

必
ず
被
写
体
と
な
る
人
の
同
意

を
得
て
く
だ
さ
い
。
▽
画
像
処
理

は
軽
度
の
色
や
明
る
さ
の
調
整
、

ト
リ
ミ
ン
グ
に
限
り
可
能
▽
応
募

作
品
の
使
用
権
は
主
催
者
に
帰

属
し
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽
優
良
賞
以
上
の
入
賞
作
品
は

交
通
安
全
県
民
大
会
の
会
場
に

展
示
す
る
ほ
か
、
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
等
に
使
用
を
予
定
▽
入
賞

さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
ネ
ガ
ま
た

は
画
像
デ
ー
タ
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

◦
締
切
＝
7
月
13
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

◦
問
い
合
わ
せ
・
送
り
先
＝
福

岡
県
交
通
安
全
協
会
安
全
課

（
〒812

‐0044

福
岡
市
博
多

区
千
代
１
丁
目
25
ー
15
）
☎
０

９
２
・
６
４
１
・
８
８
８
０

★
一
般
幹
部
候
補
生（
陸・海・空
）

◦
受
付
期
間
＝
５
月
１
日
㈫
ま
で

◦
１
次
試
験
＝
５
月
12
日
㈯
・
13

日
㈰

◦
応
募
資
格
＝
22
歳
以
上
26
歳

㈪
～
４
月
４
日
㈬
※
消
印
有
効

◦
１
次
試
験
＝
５
月
13
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
①
②
⑤
福
岡
地

方
裁
判
所（
☎
０
９
２
・
７
８
１
・

３
１
４
１
）③
④
福
岡
家
庭
裁
判

所（
☎
０
９
２・５
１
０・０
４
０
３
）

　

司
法
書
士
と
税
理
士
が
相
続

に
関
す
る
法
律
・
税
務
の
相
談
に

無
料
で
応
じ
ま
す
。
相
談
時
間

30
分
、
申
込
不
要
、
先
着
順
。

◦
日
時
＝
４
月
７
日
㈯
13
時
～

17
時
※
受
付
は
16
時
ま
で

◦
場
所
＝
久
留
米
市
役
所
３
階

会
議
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
司
法
書
士
会

筑
後
支
部
事
務
局（
☎
０
９
４
２・

３
２
・
６
６
４
１
）

司
法
書
士
・
税
理
士
に
よ
る
相

続
合
同
相
談

交
通
安
全
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

平
成
30
年
度
自
衛
官

平
成
30
年
度
国
税
専
門
官

試　

験

ふらっち広場からのお知らせ
☀本町 178（旧きんぷく亭）☀☎ 24・3022

★料理「カレーライスづくり」
◦日時＝ 3 月17 日㈯ 11 時 30 分
◦参加費＝ 150 円
★外出「イオンモール大牟田」
◦日時＝3月18日㈰10時30分ふらっ
ち広場出発◦参加費＝ 250 円
★美アップ講座
◦日時＝ 3 月 24 日㈯ 13 時 30 分～
15 時◦参加費＝ 200 円
★外出「温泉へいこう」
◦日時＝ 3 月 31日㈯ 11 時ふらっち
広場出発◦行き先・参加費等詳細は
お尋ねください。

ほ
ほ
え
み地域活動支援センター

【開館時間】平日10:00 ～ 12:30、13:30 ～
17:00 ／土日祝10:00 ～16:00

【休館日】3/19 ㈪、20 ㈫、25 ㈰、26 ㈪、
※ 4 月の休館日・イベント等は決まり次第、
ふらっち広場からお知らせします。

※各イベントは要予約。簡単な工作・手
芸もできます。お気軽にご来館ください。

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

　南朝樹立に尽力した征西将軍・懐良親王
を偲ぶ法要が開催されます。併せて講演会
もありますのでご参加ください。
◦日時＝ 3 月 27 日㈫ 10 時 30 分◦場所＝
大円寺（星野村土穴）◦講師＝佐々木 四十
臣氏◦演題＝「懐良親王奉納剣と宇佐地方
◦参加料＝無料
◦問い合わせ＝文化振興課（☎ 24・8163）

懐良親王顕彰会法要
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「八
は ち

姫
ひ め

お披
ひ

露
ろ

目
め

会
か い

」の出店者募集

◦
開
庁
日
＝
3
月
25
日
㈰
、

4
月
1
日
㈰

◦
開
庁
時
間
＝
８
時
30
分
～

12
時
（
両
日
と
も
）

◦
業
務
を
行
う
窓
口
＝
本
庁

市
民
課
市
民
係

◦
取
り
扱
い
業
務
＝

◎
転
入
、
転
出
、
転
居
な
ど

の
住
民
異
動
受
付
（
た
だ
し
、

市
民
係
以
外
の
手
続
き
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
平
日
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
）

◎
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
抄

本
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど

の
交
付
、
印
鑑
登
録
の
受
付

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票

の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書

な
ど
の
各
種
証
明
書
が
取
得

で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
証
明

書
に
よ
っ
て
は
取
得
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
毎
週
水
曜
日
は
市
民
課
窓

口
等
の
業
務
を
19
時
ま
で
延

長
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

※
住
民
票
の
写
し
は
、
電
話

予
約
お
よ
び
八
女
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ふ
く
お
か
電
子

申
請
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
時
間

外
や
休
日
に
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
市
民
課
市
民
係（
☎

２
３
・
１
１
１
５
）
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

年度末・年度初めの
日曜日に、市民課市民係
の窓口業務を行います
市民課市民係（☎23・1115）

　2 月・3 月に、地域おこし協力隊が企画・事務局を務
めるワークショップ「八姫お披露目会」が八女福島で開
催されました。ワークショップを開催したのは、新規起業・
開業された女性の皆さん（起業・開業予定の方含む）で
す。女性ということで「八姫」、新規起業・開業というこ
とで「お披露目会」と名付けました。6 月・7 月にも「八
姫お披露目会」を予定しています。出店者を募集します。
◦出店資格＝▽八女市内で 2016 年以降に起業・開業し
た方（２号店などの開業含む）。もしくはこれから起業・
開業しようとしている方。▽女性。男性パートナーと起業・
開業されている場合（起業・開業予定含む）、ワークショッ
プを女性が担当すること。▽ワークショップを八女福島
の伝統的建築物群保存地区で開催すること（会場探し
は地域おこし協力隊がお手伝いします）。
◦応募にあたって＝「問い合わせ先」まで①出店者名、
②ワークショップの内容、③ワークショップ開催場所、
④ワークショップ開催希望日時（６月～７月）をご連絡
ください。応募時点で、①～④のすべてが決まっていな
くても結構です。応募いただきましたら、事務局（地域
おこし協力隊）から連絡します。※ワークショップ内容
が他の出店者と重複している等の理由で、出店をお断り
する場合もあります。
◦締切＝３月30日㈮ ※２月・３月の「八姫お披露目会」
については、インターネットで「ブログ版 八女福島町並
み通信」を検索してください。
◦問い合わせ＝地域振興課 町並み景観係（☎ 24・
8164 ／ R hachihimeohiromekai@gmail.com

地域名 平均額
(円)

最高額
(円)

最低額
(円)

データ
数 備　考

八女地区 12,200 22,300 4,900 442 

黒木地区 12,700 24,400 4,800 165

立花地区 14,600 27,600 7,200 57

上陽
矢部
星野
地区

11,000 19,900 5,000 46

※上陽・矢部・
星 野 地 区 の
データ数が少
ないので、範囲
を広げて整理
をしています

地域名 平均額(円) 最高額(円) 最低額(円) データ数

市内全域 21,200 43,100 8,100 159 

　平成 29 年１月から12 月までに締結（告示）さ
れた農地 10ａ当たりの賃借料（平均、最高、最低額） 
は、下表のとおりとなっています。これは従来の標
準小作料に代わるもので、あくまで賃貸借契約の
参考（目安）としての情報であり、利用権等での契
約は貸し手と借り手双方での協議となります。
※データ数に、使用貸借は含まれません。
※金額は、算出結果を四捨五入し100 円単位とし
ています。
※賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、
米１俵（60㎏）当たり13,000 円に換算しています。
⃝問い合わせ＝農業委員会事務局（☎ 23・2407）

1. 田 ( 水稲 ) の部 (10a 当たり)

2. 畑 ( 普通畑 ) の部 (10a 当たり)

八女市賃借料情報

年度末や年度初めは、
転入・転出などの住民
異動が多くなります。

３月末と４月初めの日曜
日に、本庁のみ窓口業

務を行います。
ご利用ください。
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■ 4か月さん集まれ（11月生まれ）
「ベビータッチ + 食育」
◦4/5 ㈭ 10:00 ～ 12:30 ／飲み物
持参／参加費有・要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦4/5 ㈭、4/17 ㈫ 13:30 ～ 15:00
／参加費有・要申込
■マタニティさん集まれ♪ 「おふ
くろの味講座」◦ 4/19 ㈭ 10:00 ～
12:30/ 参加費有、託児有・要申込
■高田先生とおしゃべり会
◦4/24 ㈫ 10:00 ～ 12:00 ／飲み物
持参／要申込

■つくろうねっ 「こいのぼり製作」

◦ 4/11 ㈬ 10:30 ～／定員親子 10
組／ 4/8 ㈰までに要申込
■はっぴぃバースデー

「山下照子さんのパネルシアター」
◦4/17 ㈫ 10:30 ～／ 4/14 ㈯までに
要申込

■GOGO！カーりる
◦ 4/5 ㈭ 10:30 ～ 11:10 ／紙芝居が
あります。
■わ・わ・ＷＡ！「砂場デビュー」
◦ 4/13 ㈮ 10:30 ～／限定子ども10
人・要申込
■すてきな記念日♥
◦ 4/18 ㈬ 10:30 ～／※誕生月者の
み要予約／身体計測ができます。
■子育てエール「ママのおしゃべり会」
◦ 4/26 ㈭ 10:30 ～／託児あり／限
定 10 組／ 2日前までに要申込／場
所・かがやき

■ママといっしょ
「星野ふるさと公園に花見に行こう」
◦ 4/6 ㈮ 10:30 ～／集合場所・星
野ふるさと公園、現地集合・現地解
散／要申込
■お誕生会

「4 月生まれさん集まれ」
◦ 4/20 ㈮ 10:30 ～／誕生月者のみ
要申込

■ 10:00 ～ 13:00
▽上陽公民館 4/6 ㈮
▽長峰保育所 2 階 4/18 ㈬
▽働く女性の家 4/24 ㈫
▽矢部基幹集落センター 4/25 ㈬
▽室岡公民館 4/26 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 4 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問（☎42・3301）

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

4月1日（日）
江上内科 本町 24・0113
しばた医院 上陽町 33・7373
横山歯科クリニック 馬場 22・5384
4月8日（日）
藤本産婦人科小児科 東宮野町 23・2733
今村循環器内科 黒木町 33・2115
あららぎ歯科医院 広川町 32・4846
4月15日（日）
東洋医学ひぐちクリニック 大島 23・2765
後藤内科医院 上陽町 54・2221
みやぞの歯科医院 黒木町 42・3232
4月22日（日）
ごんどう内科 山内 23・3010
矢部診療所 矢部村 47・2700
大津歯科医院 筑後市 0942・53・1153
4月29日（日）
古賀泌尿器 馬場 24・3121
辺春診療所 立花町 36・0010
永田歯科医院 宅間田 22・3511
4月30日（祝）
吉山クリニック 稲富 30・2200
林　医院 立花町 23・5557
江﨑内科歯科医院 新庄 22・5809
山下眼科医院 筑後市 0942・53・2225
大渕耳鼻咽喉科 大島 23・2811

4月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話で確認してください。✚

　急な病気やけがのときに、
救急車の利用や最寄りの医
療機関についてアドバイス
を受けられます（24 時間対
応）。※重症時は迷わず 119
番をお　願いします。
　⃝問い合わせ＝
　　福岡県医療指導課
　　（☎ 092・643・3273）

「 ♯７１１９」または
 ☎ 092・471・0099

  救急車を呼ぶ
べきか迷ったら 

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市） 0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院
（23・4131）
［火・木］筑後市立病院
（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
　（9:00 ～ 14:30）

【4月】1㈰ ・15㈰・29㈰・30㈷
公立八女総合病院 （23・4131）

【4月】8㈰・22㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000
▼救急車を呼ぶべきか迷ったら

（24 時間対応）　♯ 7119

【休日当番薬局】　
日曜日、祝日に開いている薬局を、八女筑後薬剤師会のホー
ムページ（http://ycpa.info）で確認することができます。
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おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

おりなす八女   イベント情報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

4 /8 ㈰
おりなすシネマ春の上映会

「人生フルーツ」〈3回上映〉
第91回キネマ旬報記録映画部門第1位作品

はちひめ
①10:30～
②13:30～
③16:00～

一般 1,200 円／おりなす友の
会1,000 円（当日各 300円増）
中高生・障がい者 800円
小学生以下無料

おりなすシネマ
市民プロジェクト

（事務局）

090・
1080・
0988

4 /14 ㈯
白木の風  山本壬子＆立花ベン
チャーズ ライブ (フラメンコとベン
チャーズのエキサイティングな共演)

はちひめ 18:00 （全席自由）一般 2,500円
     おりなす友の会2,000 円  

ていこい白木
音楽文化振興協会

（山本）

090・
8779・
9192

4 /14 ㈯ 第18回 みんなで歌おうボンモマン
　　　　　　      （幸せなひととき）

八女
文化会館 14:00 無料 サウスハーモニカグルー

プ「竹取物語」（末石） 23・3366

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

～愛を唄う～クミコ

8/ 5 (日) １5:00開演
一般 3,000 円                                              

友の会 2,500 円                                             
高校生以下 1,000円                                              

八女市出身のゴスペル・ソウルシンガー

ハーモニーホール

H30年度 友の会先行発売   4月14日(土)～
一 般 発 売  4月28日(土)～

（ 全席指定 )                                               

１9:00開演 桜カフェ4/20(金)

プロムナードコンサート
ダニー馬場

　　入場無料

チケット：

4 月 イベント情報

～ 地域の音楽家と愛好家が奏でる ～
おりなす八女スプリングコンサート

春の祭典 2018

特別編成による市民合唱団
との一部共演予定

一般 500 円
ハーモニーホール

（全席自由) 
１4:00開演4/15(日)

[ 声楽＆ピアノ ] 江﨑亜希子・ 竹隈沙躍
[ 合唱・コーラス ] 八女ジュニア合唱団・ そよかぜコーラス

[ バレエ ] 何ばしょっ人踊りよる人 

◆出演
他

[ ハンドベル ] おりなす八女ハンドベルオーケストラ
[ピアノ＆マリンバ ] PiariMba （山ノ内貴一郎・久米 歩）

[トロンボーン ] トロンボーン・アンサンブル「MUTE」

 チケット発売中

ラフマニノフ
ハチャトゥリアン 
チャイコフスキー

『12の歌曲』より「ひな菊」
『仮面舞踏会』より「マズルカ」
『くるみ割り人形』より「花のワルツ｣

八女ブラスステーション 2018

ハーモニーホール１3:30 開演

筑南中学校 ／立花中学校 ／ 広川中学校 ／宮ノ陣中学校・
牟田山中学校 (久留米市)／ 筑後北中学校(筑後市)／
福島高等学校 ／ 八女高等学校／輝翔館中等教育学校 ／
八女学院中学・高等学校 ／ 西日本短期大学附属高等学校
上陽北汭学園 箏曲部

［出演吹奏楽部］
3 /25 (日)

主催：八女ブラスステーション 実行委員会
後援：八女市・八女市教育委員会
お問合せ：八女学院中学・高等学校 ( 髙山 )  ☎23・5111

2018 夏 八女平和の祈りコンサート

2002年「わが麗しき恋物語」が、“ 聴
くものすべてが涙する歌 ” として
ヒットし一躍脚光を浴びる。2010年、

「INORI ～祈り～」で、第 61 回 NHK
「紅白歌合戦」初出場を果たす。

2018年、世界中が涙した一遍の詩
から誕生した「最後だとわかってい
たなら」をリリースする。
様々なメディアや全国各地でのコン
サートなど、精力的に活動中。

[ピアノ] 藤島 彩

◆プログラム

主催・お問合せ：劇団リトルウィング
☎090・5288・2074（中島）☎090・2510・6464（鬼丸）

 入場無料

4 /28(土)
29(日)

18:00 開演

14:00 開演
大人1,000 円

ハーモニーホール

4 歳以上高校生以下  500円 

（全席自由) 

 （当日各300円 増）  チケット発売中

脚本・演出：中島真紀

〈短編三作品〉

劇団リトルウィング
vol.23 ミュージカル
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１
９
３
６
年
、
美
術
家
の
団
体
で
あ
る

二
科
会
か
ら
分
離
独
立
し
、
一
水
会
が
設

立
さ
れ
、
廣
助
は
師
事
し
て
い
た
安
井
曾

太
郎
ら
と
行
動
を
共
に
し
ま
す
。
第
17

回
一
水
会
展
に
出
品
さ
れ
た
の
が
、
本
作

「
秋
の
果
物
」（
１
９
５
５
）
で
す
。
横
づ

か
い
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
を
横
断
し
て
テ
ー
ブ

ル
が
配
置
さ
れ
、
大
き
な
平
皿
に
は
秋
の

果
物
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
盛
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　　　
モ
チ
ー
フ
は
、
黒
の
輪
郭
線
で
野
太
く

縁
ど
ら
れ
、
色
数
の
少
な
い
モ
ノ
ト
ー
ン

調
の
画
面
に
引
き
し
ま
っ
た
緊
張
感
を
与

え
、
存
在
感
あ
る
対
象
と
し
て
描
か
れ
て

い
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
の
背
景
に
は
点
描
の

手
法
を
用
い
、
一
見
、
単
調
に
な
り
が
ち

な
画
面
の
構
成
に
躍
動
的
な
印
象
を
添

え
て
い
ま
す
。

⃝

開
館 

９
時
～
17
時
15
分〈
入
館
は
17
時
ま
で
〉

※
月
曜
休
館
〈
祝
日
の
場
合
は
翌
日
〉

⃝

入
館
無
料

「
田
崎
廣
助
美
術
館
」へ

行
っ
て
み
よ
う
！
⑳

（
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／

☎
２
４・８
３
０
４
）

　　　
2
月
24
日
㈯
、
八
女
を
舞
台
に
し
た

映
画
『
野
球
部
員
、
演
劇
の
舞
台
に
立

つ
！
』
の
公
開
が
始
ま
り
、
福
岡
市
の
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ネ
マ
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
13

で
製
作
関
係
者
の
舞
台
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
中
山
節
夫
監
督
や
原
作
者
の

竹
島
由
美
子
さ
ん
、
渡
辺
佑
太
朗
さ
ん
な

ど
俳
優
陣
の
皆
さ
ん
、
主
題
歌
を
担
当
し

たGood Com
ing

が
あ
い
さ
つ
。
映
画

を
応
援
す
る
会
の
会
長
で
あ
る
三
田
村
市

長
、
同
会
顧
問
の
小
川
洋
福
岡
県
知
事

も
参
加
し
、
映
画
の
公
開
を
祝
い
ま
し
た
。

　
三
田
村
市
長
は
、「
八
女
の
宝
で
あ
る

こ
の
映
画
を
全
国
の
皆
さ
ん
に
観
て
い
た

だ
き
、
作
品
と
八
女
の
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
小
川
知
事

も
「
映
画
の
舞
台
で
あ
る
八
女
を
ぜ
ひ
訪

れ
て
ほ
し
い
」
と
観
客
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。
舞
台
あ
い
さ
つ
は
、
こ
の
ほ
か
ユ
ー
ロ

ス
ペ
ー
ス
（
東
京
）、
小
倉
コ
ロ
ナ
シ
ネ
マ

ワ
ー
ル
ド
、
Ｔ
・
ジ
ョ
イ
久
留
米
で
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
　

　　
国
内
最
大
級
の
映
画
情
報
サ
イ
ト
「
ぴ

あ
映
画
生
活
」
が
、
毎
週
新
作
の
公
開
初

日
に
映
画
館
前
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
独
自
に
集
計
し
て
い
る
「
ぴ
あ
映
画

初
日
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、『
野
球

部
員
、
演
劇
の
舞
台
に
立
つ
！
』
が
一
位

に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
観
た
人
の
評
価

は
非
常
に
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
初
日
の
公
開
後
の
取
材
で
は
、「
若
い

人
た
ち
の
思
い
や
葛
藤
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
り
、
感
情
移
入
で
き
る
見
応
え
の
あ

る
作
品
で
し
た
」（
30
代
女
性
）、「
野
球
、

演
劇
に
ひ
た
む
き
に
打
ち
込
む
主
人
公

た
ち
の
姿
に
思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し

た
。
八
女
の
景
色
、
雰
囲
気
も
良
く
撮

影
地
を
訪
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

（
60
代
男
性
）
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
構
想
か
ら
約
10
年
。
多
く
の
関
係
者
、

八
女
市
民
の
熱
い
思
い
で
完
成
し
た
こ
の

作
品
を
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
観
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

ユナイテッド・シネマキャナルシティ13 での舞台あいさつ

公
開
初
日
は
、
市
長
、
県
知
事

も
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
へ

ぴ
あ
初
日
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ

で
第
１
位
を
獲
得

久留米には宇梶剛士さんが来場

あいさつする三田村市長

「秋の果物」
油　彩

（軽井沢 田崎美術館 所蔵）

全
国
公
開
と
と
も
に
舞
台
あ
い
さ
つ

   

八
女
の
映
画
「
野
球
部
員
、
演
劇
の
舞
台
に
立
つ
！
」
の
上
映
開
始


